
日感
旧教員望月 宏

私の傘寿を祝って頂き 仙テ情に厚く御礼中し上げま

す。教職に在ったお陰で、帥と呼んで下きるこの様に

多くの友人に恵まれ、身の子せに増しさで一杯です。

試行錯誤の年月でしたから、錯誤の折りに適遇した方

達には取り分け迷惑をかけたことでしょう。数師の道

に慣れない頃の来烈さ 1嵐れてからのマンネリズム、

それにも拘わらず、学生であった皆さんは それぞれ

の特性を発揮 してテーマと取り組み、獣に病理学 寄

生虫学を1多練 されました。その問、森回平治郎先

生 一色於克四郎先生はじめ多くの先す 同僚の先

生方から有雑い御指導をH坊 り また学生諸君の直f/r

の指導には教
=員

であった冨村保 岡武哲 寺内

淳 小田切美晴 来原兄忠 小谷茄夫 杉山広の

方々が 実に熱心に当たって下さいました。ニューカ

ッスル病 鶏伝染性n候頭気管炎などの感染実験 或

いは遠近の河「川にてのカニの採集、肺nlt虫感染実験に

青春の情熱を株やした方も少なくないことでしょう。

病理学の研究に欠かせない勤勉 着実 綿孫な性

格、並びに優れた学識 技術を兼ね備えた上記の ll先

生並びに教i員の方々の御協力と 当時の学生詰君

の溢れるばかりの向学心に支えられて、私自身も大い

に探求心を満たし得ました.H召和47年 5月 から8月 、

私は胃渡場のため入院し 討F■の方  々 学生諸君に

大層ご迷惑を掛けました。その折り、獣医学科|の学生

諸君にHr血 して頂き、今も感謝 して居ります。昭和

58年 3月 送職の際には皆様から身に余る御F情 を賜

りました。同年 5月 7日 の祝賀会の忘れ妊い思いに、

17年後の今日、また新たな感慨が加わりました。

私の退職 7rは 堀内虫治先生 佐久問貞重先生が

者任されて、小田切美春 小谷猛夫 杉山広 山手

丈至 桑村充の方々と共に誰F■の充実 発展に尽カ

され  71‐ しく存 じます。

「教育の際 最も教えられるのは教印F自 身であるJ

……これが私の実感です。大学教育の大改革が国家

規模で論 じられる今日 大阪府立大学獣医学科が傷

れた猷医師を育てる学校として益々発展するよう期待

し 併せて皆様がお仕事に御家F7jIに 、心豊かな日々を

送られるようお祈りする次第です。

<回顧と感想 1>
大学を卒業した1942年から2000年に

=る
57年間の

半ばを超えて、30年余り(1952～ 83年)私は大阪府立

大学獣医学科に勤務しました.赴任したのは新制大学

1期生卒業の半年前でした。翌1953年 4月 、それま

で家畜病理学結論担当の森田平治郎先生が第 2代性

学部長に就仁 されたのに伴い、家畜病理学実習に加

えて病理学総論をIB当 するよう命 じられ、32期生

(1984年 卒)ま で総論を誰4tし ました。当初は小野豊

先生著:家畜病理学総論 (3を賢堂)を教科誉としました

が その後 武田勝男先生著 :新病理学総論 (南山堂)

を選びました。20世紀後半は医学 生物学が飛躍的

に発展した時期 新知識を学生に伝えるには しばし

苗改訂されるこの教科書は適切でした。他面 医学生

用であるため家畜への言及に欠け、学生の不lfは免れ

ません。家畜の例証を上げるのに苦心しました。複写

機が普及しない当時 階写版のガリバン切りに追わ

れ、森田先生から「君は小学校の先生のようだねJと

の後批rtrrを 頂武しました。電子顕微銃の導入に基づく

細]を学の精級化は退行性病変の内容に 微生物学

免疫学の飛躍的発展は炎lEHuの 内容に革命を呼び起

こし、またイ‖tttIJ物の高齢化 鶏白血病の多発は腫

場学の、アカバネ病の流行 疾患モデル動物開発の気

運は奇形学の重要性をもたらしました。新病理学総論

を用い始めた2～ 3年は新知見を合得するため、下調

べにかなりの時間が必要でした。獣医学と医学の基礎

理論はほぼ共通し、従って後者の発展は前者のそれに

資することが多く また卒業後公衆術生の分野で活耀

する学生が少なくない事実を考えれば、人医学病理学

結論教科書の選択は妥当であったと考えます。1955

年大学院修士課■が設置され その講義が加わりまし

た。「学問には学部、大学院の区別はないJと の信念

から、大学院の話rtで得た知識の多くを学部にドろし

たため、大学,用の新たな教材を作る必要が起こるこ

ともしばしばでした。

大動物病理解剖実習では、解剤術式や病変の説明に

は自信がありましたが、正確な解剖学用語について予

大 阪 府 立 大 学

(旧 浪速大学)獣医

(旧 家畜)病理学話

座に縁深い皆様 本

日、新年会に兼ねて



め復習するのが常でした。屠場臓器実習では臓器の運

細忠こ、森jf取夫さんに大昭ご吉労をlllけ ました。また

焼却炉が4Rtか った大仙学合時代には 昭剖した大動物

理没のため学生諸君にしょっちゅう大きな穴をFtっ て

項きましたが 木谷真三さんは腕時計を埋めて無くし

気の言でした。同君の天折は憎しまれてなりません。

病理組織学実習では、家畜衛■試験場勤務時に得

た馬の日本晴炎の悩など伝染病診断に有用な組織標

本の充実に意を用い 学生時代に受けた山木脩太郎

先生の実習法を貫似て実施しました。62～ 63年 西

ドイツ ハノーバー獣医大学に留学した際 病理組織

学実背や居場順希実習の教授法が、私自身が学生時

代受けた教育に酪似することに托きました。

東京帝国大学初代の家斎病理学教授時重初熊先生

あるいは思師江木修先生が留学先の ドイツの獣医学の

吸収 同化に,]何に熱心であられたかを、病感したこ

とでした。COHR_t教授の訪義には毎回多数の肉眼

組織病変カラースライドが映写され、充実した講rRで

した。同教授の御好意により多数のフィルムを複写さ

せて頂と、帰国後講義に用いました。我が詰座には冨

村 同 小印切 小谷ほか詰先生が作製された美 し

いスライドが多数畜積され宝となっています。 lHt図 入

りの剤校記事用紙は記事の作成時間を節約 し 訴ね

て初学者も病変を見逃すことなく働奈する修練を積む

ことを目的として書式を定めました。たまに病理教宣

を訪ねた折 業品Jlの扉の古びた注意書きを標かしく

リヒめます。と 劇業並びに病原微生物の保常には今

7rも 万全を期すようお順いします。

<回顧と感想 2>
1969年 4月  獣医学科 7講座が中百青 鳥キャンパ

スに移転 しました (内科 外科 家畜病院は翌年 S

月)。 18期の加藤道幸 谷日稔明、19期の西川 (角道)

烏子 杉谷順康 山

"あ

平 西田正同!、 修士評程の小

谷猛夫 合田光 H召 小倉ネ裕 武下政一の管さんに

も大奮聞して頂いて 無事引っ越しを終了することが

出来ました.1926年 (大正15年 )、 当時最新の施設と

して完成 した大阪府立農学校以来のキャンバスに別れ

る駄には 一林の表愁を党えました。戦禍にlllえ た本

館は老朽化し 台rIの予報を聞けば開じない窓に横木

をわたして01金で縛り付けたことなど、僕かしく思い

出されます。

口
=和

27年夏 百舌 E4駅 を経て初めて府大に来たお

り、大仙レの住容に驚かされました。日本最大の古塩

(面積では世界最大の工陵)の 隣の大学 索晴らしい

ことでした。前方後円張なる術語を初めて知り、また

新聞の地方版に発編関係のr13事 が珍 しくないことか

ら、この地域が古代史に回まれた環坑であることを実

感しました。農学校が高年獣医学校 獣医斎産専門

学校 性学部を経て女子大学に代わっても、1600年

を経た大仙陵はびくともしません。日本国が亡びぬか

ぎり、100年後 200年後も藤存することでしょう。

商守花雄 柳谷岩地 橋本辛之 山内昭二 次ヶ

崎1ケ 清水亮佑 高橋正憲 堀江牧夫 馬場成 山

田 彦 石川尚明などの皆さん、また学生諸君と共

に、バレーボールや草野球に興 じたことがHl:日 のよう

に想起されます。移転後この分この雰囲気は市れまし

た。

<回顧と感想 3>
新しい中百舌ヽキャンバスは教育に研究に誠に快道

でした。tr剖室や実験動物室へ行く頻度は そこへの

PEF lの 2乗に反比ltlす るとの考えから 研究室は比較

的人気のない 1階を選び また木飾内にも小rllnliを

設けました。移転当時いささか殺風章であった環坑も

様化計画などのをlJmが進み 現在では見違えるように

風格を備えてきました。忘れられないのは大学紛争で

す。この時代には国の内外で大きな出来事力球日次ぎま

した。私自身の記憶を整理するため、史書に基づいて

列挙します。

196844黒 人運動指導者キング牧師が
'音

殺 され

る。

53パ リ大学ナンテール分校で学生と皆官隊

が衝突 統いて五月革命.

615東大 医学部全学開争委員会の学生が安田

話堂を占lyt.

88札 幌医科大学で日木初の心阪移植。

820 ワルシャワ条約校 ltF軍 、チェコに侵攻

(ブラハの春ll折 )

1021「国際反hlデーJの新宿市街戦、流航

放火に騒乱罪を適用.

1031 中同共産党が国家主席卿少奇を除名 解

任。

1210 東京府中市の白バイ男.3億円強奪事件。

1969118束 大に機動隊が出動。19日 、安口III堂の

封銀解除。

720 アポロ11号が月両着|とに成功。

83参 議院木会議上程の「大学の運営に関す

る臨時措置法案Jが成立。

115 山梨県大学陀峠で武Fiヨ‖練中の赤軍JR53

人をみと行犯逮捕。

1217 文部省が大学紛争白きを発表 (粉争大学



は124校 )。

1970314～ 913 万国博覧会DP070大阪で開催。

331 日航機「よど号Jが赤軍派の 9人にハイ

ジャックされる。

623 日米安保条約が自動延長。全国で約77万

人が安保聞争を展開。

95新 潟大学椿教授がスモン病の原区に整腸

剤キノホルムが関係と発表。

7日 厚生省がキノホルムの使用 販売

中止を通達。

1125 二島由紀大らが市谷の陸上自衛隊束部方

面総監部に吉し入 剖腹自殺。 (私 はT度

東京に出張中で ショックを受けました)

1971617沖縄返遺協定に日米で同時調印。26年ぶ

りの祖回復帰が確定。

918 日清全品が「カップヌードル」発売b

大学紛争の最構時、大学にた,自 まりしてRP席 ラー

メンのお世話になりましたが当時まだ「カップヌード

ルJはなかったのでした。それはさておき、私は程学

部の補導委員長のまにあったので 学部長の平片重三

先生 (□芸学科)rこ 従って仝共 FTjの学生逆との回交に

当たりました。無作法で激しい言染を日にする人も居

て、捕に障ることがしばしばでした。その様なおり、

平井先生は「私に任せなさいJと、信やかな、しかし

毅然として譲らない態度で、実に粘り強く見事に対処

されました。先生は退宮後、京都府北桑田部美山町

にて郷上の発展に尽くされつつ亡くなられました.私
の最も尊敬する先韮の一人です。

経済学部のrr拠などありましたが 諸大学の中では

軽症に経過しました。しかし教員rglに 分科会力垢受けら

れて大学のあり方 (教授会の組織 連常 学生参加、

学内故十J等 々)が延々と討談され、その結論が企学集

会に討られました。これらの論議に費やされたエネル

ギーと時間は莫大なものでした。一体あれは何だった

のか、今も釈然としません。冷戦という難しい世界情

勢、社会組織の制度疲労に加えて、第二次世界大戦

直後に生まれた世代 (いわゆる団塊の世代)が成人に

達 したという生物学的要因が潜んでいたのでしょう

か。熟病にとりつかれたような時代、あの騎ぎが百

倍、千倍になれば 半命騒動にまで至のでしょう。束

大 京大 名大では、その後も何年か持続感染の状

態にありました。

<回顧と感想 4>
昭和50年代に入ると 思家であった猷医学教育年

恨延長問題が具体化して H召和52年 5月 27日 に「獣

医師法の一部を改正する法律案Jが公布.これにより

昭TH1 53年 4月 の大学者から、いわゆる「修■積上げ

方式Jを実施することになりました。橋木善之教授か

ら引き継いで、 6年市」対策委員長の任にありましたの

で 各講座から 1名の委員と共に毎週委員会を開き

ました。小田原評定を逆けるために選択肢方式を取

り、毎日の結論を明示することに意を用いました。談

論が ll幡する場面もありましたが、講座の利害を超え

て協力して頂き、「獣ム印,法改正に伴う本学部獣医学

教育Jを備の基本構想Jが昭千W52年 6月 9日 の教授会

で決定されました。この間、病理学話昨の運営は教室

員の方々に随分カバーして頂きましたc昭和59年 4

月には 学部 6年制が碓_~し  私の退職後には更に

発展は進み、15討座への増話座 獣医学科別館 2
号館の珍工が実現しました。この発展に御尽力 御支

援を賜った学外 学内の方々に感nlFの合を新たにしま

す。

く回顧と感想 5>
「年たけて また越ゅべしと 思ひきや 命なりけ

り 小夜の中山J西行

佐藤義滝 9,家 :23歳 )保元のiし (西行39歳 )平泊

の乱 (12歳)平家減亡 (68歳)源 平の争古しを見つめ

つつ生きた西行の晩年 (69歳の作、73歳 にて死去)の

感篠「命なりけりJには、大戦に敗れ世の有為転変を

体験 した者の心に適うものがあります。

く回顧と感想 6>
生まれて父母に接して以来、幾人の方々と知り合い

になったことでしょう。昨年末‖1し た賀状は470通。

とくなられた方 音信の途絶えた方 (大戦中ジャワの

ボゴールの獣医学研究所にて祝しくしたインドネシア

の友 〕Ⅲ留中ジャカルタの外港での仲仕仕事の仲間

留学中お世話になった ドイツの方逆等)を 含めても

そのな倍でしょうか。世界の総人口によヒベれば、九牛

の 一毛です。極微の確率下に得た知己は誠に貴重で

す。470通 の内、病理学講座関係が20% 他講座閥

係が15%、 合計35%が府大獣医学Tlの■栄生です。

究名の方々のお顔を思い浮かべつつ賀状を書いていま

すと 「この方達に支えられて生きているのだJと い

う言びが胸に溢れてきます。有難うございました。

く追記>
昨年 12月 に91なになりました。感IItlの 気持ちは今

も変りありません。31年間劣めた標かしい大阪府立

大学獣医学科の一層の発展を心より祈って居ります。


